
右
の
写
真
は
三
宅
古
墳(

バ
イ
パ
ス
工
事
で
三
宅
古
墳
が
破
壊
さ
れ
る
前
の
姿) 

昭
和
三
七
年
頃
︒
左
が
中
村
宗
平
氏
と
右
が
佐
々
木
晋
氏
︒
佐
々
木
晋
氏
撮
影 

﹃
五
日
市
町
史
﹄
上
巻
古
墳
文
化
と
田
所
屋
敷 

三
宅
古
墳
一
三
四
頁
︑
一
三
五
頁
に
よ
る
と
︑
観
音
三
宅
に
住
む
青
木
信
氏
の
所
有
田
に｢

一
ツ
火｣

の
伝
説
が

あ
り
︑
一･

四
ⅿ
の
石
碑
が
立
っ
て
い
た
︒ 

昭
和
四
五
年
八
月
二
十
九
日
こ
の
土
地
が
バ
イ
パ
ス
用
地
な
る
と
予
定
さ
れ
た
た
め
︑
こ
の
石
碑
を
移
転
す

る
工
事
を
始
め
た
と
こ
ろ
︑
幅
一
ⅿ
︑
長
さ
二
ⅿ
の
か
ぎ
型
の
組
石
を
発
見
し
た
︒
そ
の
か
ぎ
型
の
中
央
付

近
よ
り
高
さ
二
五
㎝
の
須
恵
器
の
坩か

ん

が
横
た
わ
り
︑
さ
ら
に
そ
れ
を
中
心
に
し
て
︑
刀
身
が
三
角
形
に
な
ら

べ
ら
れ
︑
付
近
か
ら
鉄
鏃(

や
じ
り)

や
馬
の
轡
（
く
つ
わ
）
一
部
な
ど
を
発
見
し
た
︒
須
恵
器
の
坩
に
は
高

杯
の
こ
わ
れ
た
台
で
じ
ょ
う
ず
に
蓋
が
し
て
あ
っ
た
︒
坩
の
中
に
は
人
骨
と
と
も
に
金
環
一
個･

銀
環
二
個･

水
晶
の
勾
玉
一
個･

切
子
一
個･

瑪
瑙
（
め
の
う
）
製
の
菅
玉
二
個･

ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
一
個
が
出
土
し
た
︒
刀
は

直
刀
で
五
〇
㎝
な
い
し
八
〇
㎝
の
二
本
分
で
赤
く
錆
び
付
い
て
い
た
︒
馬
具
は
轡
（
く
つ
わ
）
の
一
部
鉄
製

で
あ
る
︒
こ
の
埋
蔵
は
後
期
古
墳
で
あ
る
横
穴
式
古
墳
で
あ
っ
た
も
の
を
︑
い
つ
の
世
に
か
開
墾
し
て
田
地

に
す
る
た
め
発
掘
し
︑
破
壊
し
た
も
の
を
人
骨･

副
葬
品
な
ど
再
埋
葬
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
︒ 

 
               

三
宅
古
墳
の
金
環
一
個･

銀
環
二
個 

広
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所

蔵 

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

   

 

右
の
写
真
は
馬
の
轡
（
く
つ
わ
）
の
一
部
の

引
手 

広
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所
蔵 

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

 

前
方
の
電
柱
付
近
の
畑
か
ら
田
所
古
墳
の
須
恵
器

が
出
土(

非
公
開)

大
片
氏
が
説
明
さ
れ
る
場
面
︒大

片
家
の
畑 

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

❊
私
有
地
の
為
︑
立
ち
入
り
禁
止 

伝 屯倉・ミヤケ・ミヤングラ跡 

三
宅
古
墳
の
土
師
器(

高
坏

た
か
つ
き)

広

島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所
蔵 

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

  

 

上の写真は三宅古墳の 鏃
やじり

 

広島県立埋蔵文化財センター

所蔵 田所恒之輔 撮影 

 

詳細は田所明神社公式サイト                                     

 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

田
所
古
墳(

三
宅
田
所
古
墳)(

昭
和
五
年
大
片

氏
居
宅
前
畑
の
角
下
よ
り
七
世
紀
後
半
で
古

墳
時
代
の
須
恵
器
が
発
掘
さ
れ
た
︒大
片
家
所

蔵
︒) (

非
公
開) 

こ
の
写
真
は
昭
和
三
七
年
頃

撮
影
さ
れ
た
も
の
︒佐
々
木
晋
氏 

撮
影 

写

真
の
裏
書
は
田
所
恒
之
輔
の
叔
父
の
佐
々
木

晋
氏 

 

田
所
古
墳(

三
宅
田
所
古
墳)

出
土
品(

非
公
開)

大
片

氏
所
蔵
の
須
恵
器(

大
片
氏
の
畑
よ
り
昭
和
五
年
発

掘)

︒
横
田
禎
昭
名
誉
教
授
の
鑑
定
に
よ
る
と
田
所
古

墳
の
出
土
品
は
︑
七
世
紀
後
半
の
須
恵
器
の
平
瓶

ひ
ら
べ

と
︑

右
が
須
恵
器
の
横
瓶

よ
こ
べ

︒
こ
れ
ら
の
須
恵
器
は
優
品
で

あ
る
︒
大
片
家
所
蔵 

佐
々
木
晋
氏
撮
影 

﹃
五
日
市
町
史
﹄
上
巻
古
墳
文
化
と
田
所
屋
敷 

一
︑
古
墳
と
そ
の
遺
物 

三
宅
田
所
古
墳 

一
三
八

頁
︑
一
三
九
頁
に
よ
る
と
︑
三
宅
の
宮
島
ゴ
ル
フ
場

(

宮
島
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
五
日
市
コ
ー
ス)

を
造
成

し
た
と
き
に
︑
大
片
邸
よ
り
西
に
五
〇
ⅿ
の
地
点
か

ら
古
墳
が
見
つ
か
り
︑
鉄
鏃
等
が
多
く
発
見
さ
れ
た

と
い
う
︒ 

 

田所氏(佐伯氏)と西国街道(旧山陽道)の歴史 

右
の
写
真
は
昭
和
三
七
年
頃
の
田
所
屋
敷
跡(

宮
島

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
五
日
市
コ
ー
ス
の
一
部) 

佐
々
木
晋
氏
撮
影
︒﹃
五
日
市
町
史
﹄
上
巻
古
墳
文
化

と
田
所
屋
敷
一
四
三
頁
に
よ
る
と｢

田
所
屋
敷｣
田
所

は
田
荘
と
も
書
き
大
化
の
改
新
以
前
の
大
和
の
豪
族

も
し
く
は
豪
族
の
地
方
に
お
け
る
土
地
の
所
有
形
態

で
︑天
皇･

皇
族
の
所
有
地
が
屯
倉
と
い
っ
た
の
に
対

し
︑
豪
族
の
所
有
地
を
田
荘
と
い
っ
た
︒ 

 

 

右
の
写
真
は
田
所
古
墳
周
辺
の
出
土
品(

非
公
開)

写
真
は
昭
和
三
七
年
頃
の
大
片
氏
居
宅
前
の
畑
よ

り
発
掘
︒
大
片
氏
所
蔵 

右
の
写
真
は
︑
右
か
ら
佐
々
木
晋
氏 

中
村
宗
平
氏 

児
玉
静
人
氏(

児
玉

氏
宅
に
て)

︒
三
氏
の
皆
様
の
御
協

力
で
︑
こ
れ
ら
の
資
料
が
出
来
た
︒

又
佐
々
木
晋
氏
の
記
録
さ
れ
た
写

真
と
裏
書
に
よ
り
︑
昭
和
三
七
年
頃

の
宮
島
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
五
日

市
コ
ー
ス
前
方
の
田
所
屋
敷
跡
や
︑

田
所
古
墳
や
三
宅
古
墳
の
記
録
が

残
さ
れ
た
︒ 

こ
れ
ら
の
資
料
を
田
所
恒
之
輔
が

編
集
し
た
︒ 

右
の
写
真
は
三
宅
古
墳
の
出
土
品
︒ 

金
環
一
個･

銀
環
二
個･

水
晶
の
勾
玉
一

個･

切
子
一
個･

瑪
瑙
（
め
の
う
）
製
の
菅

玉
二
個･

ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
一
個
︒ 

広

島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
︒

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

 

右
の
二
つ
の
写
真
は
三
宅

古
墳
の
出
土
品
︒ 

鉄
刀
と
鉄
鏃(

や
じ
り)

等
︒

広
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
所
蔵 

 

 

右
の
写
真
は
昭
和
三
七
年
頃
︒
宮
島
カ
ン
ツ
リ
ー
倶

楽
部
五
日
市
コ
ー
ス
前
方
の
林
が
田
所
屋
敷
跡
︒

佐
々
木
晋
氏
撮
影 

昭
和
三
七
年
頃
の
三
宅
古
墳
の
遠
景 

撮
影
と
写
真
の
裏
書
は 

佐
々
木
晋
氏 

右
の
写
真
は
三
宅
古
墳
の
土 

広
島
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵 

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

 
右
の
写
真
は
三
宅
古
墳
の
須
恵
器
の
坩か

ん 

広
島
県

立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵 

田
所
恒
之
輔 

撮
影 

  

平
ひら
瓶
べ

 

 

横
よこ
瓶
べ

 

上の写真は三宅古墳の 鏃
やじり

 
広島県立埋蔵文化財センター
所蔵  田所恒之輔 撮影 

 

西
国
街
道(

旧
山
陽
道)

に
つ
い
て 

山
陽
道
と
呼
ば
れ
る
千
三
百
年
前
の
古
代
の
道
が
あ
っ
た
︒
都
と
太
宰

府
を
結
ぶ
︑
当
時
の
日
本
で
は
唯
一
の
大
道
で
あ
っ
た
︒ 

五
日
市
関
係(

山
側)  

﹃
五
日
市
町
史
﹄
上
巻
古
墳
文
化
と
田
所
屋
敷 

三
宅
古
墳 

 

三
宅
古
墳
一
三
四
頁
︑
金
管
銀
管
︑
切
子
玉
︑
小
玉
︑
鉄
刀
︑
馬
具
︑
須
恵

器
な
ど
出
る
︒
屯
倉
と
関
係
あ
る
も
の
か
︒ 

田
所
屋
敷
跡 

 

安
芸
第
一
の
旧
家
で
後
に
府
中
に
出
て
安
芸
国
田
所
職
と
な
る
︒
一
族

は
厳
島
の
神
職
に
も
な
っ
て
い
る 

観
音
神
社 

観
音
地
区
の
総
氏
神
︒ 

令和七年三月田所明神社 宮司 田所恒之輔 著作 

上の写真は、昭和三十七年頃、雑木林
の中が田所屋敷。小川が境なり。現在
はゴルフ場の為、新たなる溝が出来
ている。佐々木晋氏撮影 


	昭和四五年八月二十九日この土地がバイパス用地なると予定されたため、この石碑を移転する工事を始めたところ、幅一㍍、長さ二㍍のかぎ型の組石を発見した。そのかぎ型の中央付近より高さ二五㎝の須恵器のが横たわり、さらにそれを中心にして、刀身が三角形にならべられ、付近から鉄鏃(やじり)や馬の轡（くつわ）一部などを発見した。須恵器の坩には高杯のこわれた台でじょうずに蓋がしてあった。坩の中には人骨とともに金環一個･銀環二個･水晶の勾玉一個･切子一個･瑪瑙（めのう）製の菅玉二個･ガラス製の小玉一個が出土した。刀は直...

